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生
涯
学
び
続
け
、
地
域
の
未
来
を
創
る
人
へ

「
理
論
×
実
践
＋
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
学
び

大
正
大
学　

T
aisho U

niversity

０
か
ら
つ
く
る〝
ス
ム
ー
ジ
ー
〞で

社
会
課
題
に
挑
む
学
生
た
ち

は
じ
ま
り
は
、授
業
の
一
環
と
し
て
学

生
が
農
家
を
訪
ね
、そ
こ
で
芽
生
え
た

「
フ
ー
ド
ロ
ス
」へ
の
問
題
意
識
だ
っ
た
。フ

ー
ド
ロ
ス
の
削
減
、そ
し
て
地
域
活
性
化

を
め
ざ
し
、地
域
創
生
学
部
の
学
生
が
企

画
・
運
営
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
社
会
貢
献
型
の

ス
ム
ー
ジ
ー
店
が
２
０
２
１
年
に
巣
鴨
の

街
な
か
で
ス
タ
ー
ト
。
経
営
学
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
授
業
で
学
ん
だ
理
論
、デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
科
目
で
修
得
し
た
知
識
や
ス

キ
ル
を
活
か
し
、「
商
品
企
画
」「
イ
ベ
ン
ト

企
画
」「
デ
ー
タ
分
析・店
舗
づ
く
り
」と
い

っ
た
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、商
品
開
発
か
ら

販
売
ま
で
、ほ
ぼ
す
べ
て
を
学
生
が
担
っ
て

い
る
。
24
年
か
ら
は
店
舗
の
移
転
や
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
の
活
用
な
ど
、新
た
な
展
開
を

迎
え
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
し
て
い
く
。

ス
ム
ー
ジ
ー
の
素
材
に
は
、巣
鴨
の
青

果
市
場
な
ど
で
調
達
し
た
規
格
外
の
果

物
や
野
菜
を
使
用
。
市
場
の
ス
タ
ッ
フ
や

商
店
街
、顧
客
な
ど
、地
域
の
人
々
の
生

の
声
や
反
応
は
、「
実
践
」の
場
で
し
か
得

ら
れ
な
い
も
の
だ
。例
え
ば
、若
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
た〝
チ
ョコ
バ
ナ
ナ
ス
ム
ー

ジ
ー
〞が
高
齢
者
の
間
で
大
人
気
に
な
る
、

と
いっ
た
想
定
外
の
事
態
や
思
い
が
け
な

い
発
見
は
数
多
い
。
ま
た
、注
文
後
の
待

ち
時
間
が
長
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、改
善

に
努
め
た
こ
と
も
。
地
域
の
応
援
を
受
け
、

店
舗
や
商
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
は
日
に
日
に

向
上
し
、学
生
の
経
験
値
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
高
ま
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
好
循
環
が

街
の
な
か
で
生
ま
れ
て
い
る
。

教
室
で
学
ん
だ「
理
論
」を
、学
外
の
フ

ィ
ー
ル
ド
で「
実
践
」し
、知
識
や
探
究
心

を
深
め
て
い
く
。
そ
れ
こ
そ
が
、大
正
大

学
が
め
ざ
す
学
び
の
形
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の
統
合
か
ら

築
き
上
げ
ら
れ
た
教
育
シ
ス
テ
ム

「
知
識
を
集
積
す
る
だ
け
の
時
代
は

終
わ
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
知
識
を
活

用
で
き
る
人
材
、机
の
上
で
学
ん
だ
理
論

と
、実
践
の
場
で
確
か
め
た
こ
と
を
高
次

の
レ
ベ
ル
で
統
合
で
き
る
人
材
を
育
て
、

知
識
集
約
型
社
会
に
送
り
出
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
使
命
感
か
ら
、

本
学
で
は『
理
論
×
実
践
＋
フ
ィ
ー
ル
ド
』

を
基
盤
と
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展

開
し
て
い
ま
す
」。
そ
う
語
る
の
は
大
正

大
学
副
学
長・山
内 
洋
氏
だ
。そ
の
教
育

を
構
成
し
て
い
る
の
は
、い
く
つ
も
の〝
学

び
の
統
合
〞で
あ
る
と
山
内
氏
は
言
う
。

「
ま
ず
は
、『
自
律
学
修
者
の
育
成
』と

『
手
厚
い
支
援
体
制
』の
統
合
で
す
。
自

発
的
に
学
び
続
け
る
姿
勢
を
育
む
た
め

に
は
支
援
性
も
必
要
で
す
。そ
の
中
心
と

大学で得る「知識」を、新たな価値創
造につながる「生きた知識」とするため
に。大正大学の「理論×実践＋フィール
ド」という学びの姿勢と、それを支える
教育システムについて、同大学副学
長・山内 洋氏に伺った。

取材・文／草苅敦子
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● 超スマート社会の中で地域を支え、活躍する「地域戦略人材」を育成

『チュートリアル教育』では、自律的に学ぶ姿勢を育む個別の学修支援を展開。『データサイエンス教育』は、2022年度に
文部科学省から「リテラシーレベル」と認定された教育プログラムの中でも、先導的で独自の工夫・特色を有する「認定教
育プログラム（リテラシーレベル）プラス」として認定された。これらの【トランジション教育】を基盤に、専門分野と異分野を
統合的に学び、多面的・重層的な思考を磨く【クロスディシプリン教育】、さらには実践的な学びを展開する【アントレプレ
ナーシップ育成教育】を通して、修得した知識を実社会に応用する力の育成を全学的に行っている。

クロスディシプリン教育 アントレプレナーシップ育成教育

トランジション教育
高校生から社会人までの移り変わりをスムーズに行うための初年次共通教育

学融合 後期共通教育

チュートリアル教育 データサイエンス教育

認定有効期限：2027年3月31日まで
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「
仏
教
精
神
を
出
発
点
と
す
る
本
学

に
と
っ
て
、地
域
を
守
る
こ
と
は
、日
本
全

体
と
そ
の
精
神
文
化
を
守
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
よ
り
良
い
未
来
の
た
め
に

も
、地
域
に
貢
献
し
、地
域
か
ら
支
持
さ

れ
る
大
学
で
あ
り
た
い
と
考
え
、地
域
と

の
関
係
を
深
め
て
い
ま
す
。
こ
の
全
国
の

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
学
び
を
通
じ
て
、社
会
の

課
題
解
決
が
で
き
る
人
材
、そ
し
て
予
測

不
能
な
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
た
く
ま
し

く
生
き
抜
い
て
い
く
人
材
を
育
て
て
ま
い

り
ま
す
」

地
元
も
地
方
も「
学
び
の
場
」

全
国
に
広
が
る
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド

一
人
ひ
と
り
の
学
修
を
手
厚
く
支
援
し
、

段
階
的
に
成
長
へ
導
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

中
で
、理
論
と
実
践
、教
室
と
フ
ィ
ー
ル
ド

の
往
来
か
ら
自
律
し
た
学
修
者
を
育
て

る
大
正
大
学
。
学
生
の
学
び
の
場
と
な
る

〝
地
域
〞と
の
つ
な
が
り
も
大
き
な
特
色
の

一つ
だ
。
大
学
の
拠
点
で
あ
り
、い
つ
も
高

齢
者
で
に
ぎ
わ
う
巣
鴨
の
街
に
は
、大
学

が
運
営
す
る
店
舗
や
施
設
が
い
く
つ
も

点
在
。
全
国
に
５
つ
の
エ
リ
ア
キ
ャ
ン
パ
ス・

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
展
開
し
、自
治

体
や
大
学
、団
体
、企
業
等
と
の
連
携
に

よ
り
学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
今
な
お
日

本
中
に
広
が
り
続
け
て
い
る
。

な
る
の
が
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育
と
総
合

学
修
支
援
と
な
り
ま
す
」。
専
門
的
な

訓
練
を
積
ん
だ
チ
ュ
ー
タ
ー
が
、学
生
一
人

ひ
と
り
の
学
び
と
成
長
を
支
え
る〝
総
合

学
修
支
援
者
〞と
し
て
授
業
内
外
で
の
フ

ォ
ロ
ー
を
実
施
。
ま
た
、授
業
で
は
教
員

と
タ
ッ
グ
を
組
み
、学
生
の
自
主
的
な
学

び
を
指
導
・
促
進
。授
業
時
間
外
も
質
問

や
相
談
を
受
け
付
け
、学
修
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
な
ど
、学
生
が
学
修
習
慣
を
身
に

つ
け
る
ま
で
、チ
ー
ム
に
よ
る
手
厚
い
サ
ポ

ー
ト
が
続
く
。

「
二
つ
目
は『
学
び
の
専
門
性
』と『
社

会
人
基
礎
力
』の
統
合
。
各
学
科
の
専
門

的
な
学
び
と
全
学
共
通
の
学
び
か
ら
資

質
や
能
力
を
育
み
、い
か
に
社
会
接
続
さ

せ
て
い
く
か
は
常
に
考
え
て
い
ま
す
」と

山
内
氏
。
中
で
も
、現
代
に
不
可
欠
な
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
は
、全
学
共
通
教

育
の
必
修
科
目
に
設
定
。
基
礎
的
な
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
習
得
か
ら
、産
官
学
連

携
に
よ
る
社
会
の
課
題
解
決
ま
で
実
践

的
に
学
修
す
る
。デ
ー
タ
を
も
と
に
考
え
、

行
動
し
、知
識
集
約
型
社
会
で
価
値
を

創
造
で
き
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
す
。

「
ま
た
、『一
人
深
く
探
究
す
る
こ
と
』と

『
仲
間
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
学
ぶ
こ
と
』の
統

合
も
本
学
の
特
長
で
あ
る
と
考
え
ま

す
」。
個
別
の
学
修
と
、フ
ィ
ー
ル
ド
で
の

実
践
が
循
環
す
る
前
述
の
ス
ム
ー
ジ
ー
店

の
運
営
も
、こ
の
統
合
を
象
徴
す
る
学
び

の一つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

大正大学

1926（大正15）年、建学の理念「智慧と慈悲の実践」のもと仏教
連合大学として創立。巣鴨の街全体をキャンパスととらえ、
地域・企業と連携しながら実践的な学びを深める場となる
ことをめざす「すがもオールキャンパス構想」を推進。地学協
働によるひとづくり・まちづくりを実践している。
2024年4月より、地域創生学部、人間学部、臨床心理学部、表現
学部、文学部、仏教学部の6学部11学科に改組。

●DATA
〒170-8470　東京都豊島区西巣鴨3-20-1
TEL 03-3918-7311（代表）

https://www.tais.ac.jp/URL
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大正大学
副学長（教学担当）
文学部 日本文学科
教授
山内 洋氏

（左）商品企画チームは、巣鴨の青果市場の人々に新商品のアイデアを相談したり、事業者として直接商談し
たりしながら、調達から試作、販売までをスケジュール管理。（中央上）調達した規格外の食材はスムージー店へ。
（右上）「桃のスムージーが飲んでみたい」といったお客様の声も大切に、メニュー開発やイベント企画をしている。
（右下）売上推移や顧客の年齢層などはデータ分析を行い、宣伝ツールやキャンペーンを検討。学生のデザイ
ンスキルやデータ分析力は格段に向上した。
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